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多読授業実践報告 －豊田高専の場合－ 

 

（豊田高専） ○西澤 一、吉岡 貴芳 

 

1． はじめに 

1 

豊田高専電気・電子システム工学科（以下、E
科と略称）では、卒業生、修了生の英語運用能力

を保証すべく英語多読授業を導入して 5 年。また、

多読授業を本科 2～5 年と専攻科 1、2 年の 6 学年

に拡大して 3 年が経過した。2006 年度までに 3
年間継続して多読授業を受講した学生は、TOEIC
得点も同年代の大学平均以上に上昇し英語への苦

手意識も消えつつある。 
また、2004 年度に英文多読図書を図書館に導入

し、2005 年度からは英語多読の公開講座を開始し

たところ、地域住民の図書館利用も拡大、新しい

地域貢献の形となり得ることも分かってきた。 

 

2．多読授業の実施状況 

本校では、多読用図書 7,000 を図書館に集め、

図書館で多読授業を行っている（写真 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 図書館の多読用書架（の一部） 

 

2004～2006年度の3年間継続して多読授業を受

講した学生 86人の累積読書量分布を図１に示す。

読書速度に変化が現れ、学生の多くが読解力の向

上を実感する 30 万語1) 以上読んだ学生が 65 人

(75%)である。授業時間内に読書時間を確保した

（22.5 時間×3年）ことで、最低限の読書量（毎

分 80語で 32.4 万語）を確保できていることが分

かる。 
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図 1 3年間継続受講生の累積読書量（語数）分布 

中央値：45万語 

 

多読授業の継続により、複数年多読を続けてい

る学生も増えてきたため、彼らが読む本のレベル

（YL）も徐々に変化してきている。例えば、図２

は、2007 年 4&5 月のベストリーダー（館外貸出し

数が最も多かった洋書トップ 52タイトル）である

が、ここに Magic Tree House シリーズ(MTH、 

YL2.5)が 5タイトル入ってきている。夏休みには、

MTH が売り切れ（複数冊あるタイトルが全て貸し

出し中）となることも珍しくない。 
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図 2 ベスト 52 の YL 構成（2007 年 4&5 年） 

 

3．成績評価 

英語多読授業の成績評価は、定期試験（Reading）、

小テスト（Reading、 Dictation）、外部試験（TOEIC）

と読書記録（読書記録手帳に記入された学生の自

己申告による累積語数）により、行っている。成

績評価のために読むというスタイルにならないよ

う、読書記録の評価比率は小さく（5～10%に）設

定し、また、英語運用能力の標準的な評価指標と

している TOEIC を、外部試験として（30～41%）成

績評価に組み入れている。 
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表１ 定期試験（Reading）の設定水準(2006 年度) 

学年 多読授業 YL3) 英文長さ 基本語彙 
本科 2 年 1 年目 1.0 3,000 語 300 語 
本科 3 年 2 年目 1.2 4,500 語 400 語 
本科 4 年 1.6 4,500 語 400 語 
本科 5 年 2.2 4,500 語 600 語 

専攻科 1 年 2.4 6,000 語 600 語 
専攻科 2 年 

 
3 年目 

2.6 6,000 語 700 語 
YL: 日本人学習者にとっての読みやすさレベルで、GR は

0.8～6.5、一般小説は 6.0～8.5 程度である 
 
定期試験(Reading)の設定水準（学年で異なる）

を表１に示す。Reading 試験には、原則として初

見の英文を用いる。制限時間（読書速度毎分 100

語で総語数 3,000～6,000 語）内に問題英文を読ま

せ、英文回収後に、内容に関する日本語の質問に

日本語で解答させる。質問は、あらすじに関する

質問、主要な展開に関する質問、やや細かい記述

に関する質問等を取り混ぜ、内容の概要を把握し

ていれば合格できるよう水準設定している。 

多読授業３年目用の試験にも、基本語彙 400～

700 語のやさしい英文を用いており、やさしい英

文をすばやく読んで概略を把握することを求めら

れる。 

小テストとして聴き取り試験（Dictation）を

併用している。ノーマルスピードの Dictation 試

験は、TOEIC 得点との相関が Reading 試験よりも

強いようであり、多読により受講生の Listening

能力も伸びているので、成績評価に組み込むこと

も妥当と判断している。 

 

4．多読授業の効果 

3 年間継続して英語多読授業を受講した 4 年生

以上（2006 年度の本科 4,5年と専攻科 1,2年）の

学生の改善状況を概述する。 

2006 年度の学科学生の学年別TOEIC（年間ベス

ト）平均点を見ると（図 3）、多読授業１年目とな

る本科2年生のTOEIC平均点は同年代の高校2年生

全国平均より 58点低いものの、多読授業 2年目と

なる 3年生では高校 3年生に追いついており、多

読授業 3年目となる 4年生以上（本科 4,5年と専

攻科 1,2年）では、TOEIC平均点が 440点となり、

同年代の（文系を含む）大学生全国平均を超える

クラスも出てきている。また、本科 4,5年の平均

点は、高専全国平均よりそれぞれ 100、 74 点高く

なっている2)。 
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E 科：電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科

(受験者 / 受講者)
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図 3 学年別 TOEIC 平均点（2006 年度） 

複数回受験した場合は最高点（年間自己ベスト、専2は 2

年間の自己ベスト）。公開受験、団体受験区別なし。E科デ

ータからは、外国人留学生、英語圏への留学経験者（ 2

年 3名、 3年 2名、 4年 2名、 5年 7名、 専 1年 1名）

を除外。 

 

また、100 万語以上読んだ学生の TOEIC 得点を、

英語圏への留学経験者と比較した（図 4）。 

 

2007 年度までに累積 100 万語以上 留学経験者 

の学生 28名中 TOEIC 複数回受験者 （英語圏 1年） 

8名（英語圏留学経験者 1名除く） 2006 年度 3年 24名 

300

400

500

600

700

800

900

10 100 1000

累積語数（万語、対数目盛）

T
O

E
IC

0 5 10 15

300

400

500

600

700

800

人数

 

平均 576 点

図 4 100 万語読んだ学生の TOEIC 得点変化 

 

多読前に英語が得意だった学生で 100万語、苦

手だった学生でも 300 万語程度読むと、TOEIC 得

点は、留学経験者並みまで上昇しており、100 万

語単位の多読は、1 年間の留学経験に匹敵する効

果がある可能性が見えてきた。 

逆に、ACEで測定すると（図 5）、10万語程度（中

央値）の多読により、高得点学生が出現、低得

点学生数が減少し、分布のピークが高得点側に

シフトする等、変化を早期に観測できるようで

ある。ACE 得点上昇は、Reading + Listening

2 
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部門の得点上昇による。 
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図 5 多読・語数と ACE 得点分布の関係 

 

5．英語多読による地域社会との連携 

多読授業では、やさしくて短い本を授業時間内

に読み、やや長めの本を借りて授業時間外に読む

よう指導しているため、2004 年度以降は、E科学

生の（多読用図書が属する）「言語」の館外貸出し

冊数が急増している2)（図 6）。 
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図 6 図書館館外貸出冊数の経年変化 

 

2005 年度以降は、E科以外の学生による「言語」

の貸出冊数も着実に増え、英語多読が学内の文化

として徐々に広がりつつある。また、2005 年度以

降は、公開講座をきっかけとして、学外（一般市

民）の利用も加わり、2006 年度の館外貸出冊数は

多読導入前の約 3倍となった。 2003 年 平均 437 点 

多読なし （音読筆写 1 年） また、図書館利用者が、読みたい英文図書の英

文のやさしさ、長さとジャンルを、端末画面上の

フォームに入力すると、条件に最も近い推薦図書

のリストを表示する選書システムを構築、インタ

ーネット上で公開した（図 7）3)。 2004 年 平均 472 点 

多読 5.3 万語（中央値）  

 
同システムは携帯電話からもアクセス可能であ

るため、相談者のいない学外利用者が本校図書館

以外で図書選択する際にも役立っている。 

特別貸出制度（10 冊まで）を利用しても、長期

休暇中に多読用図書が不足する本校学生に便宜を

図るため、これまで地域の図書館にも英語多読用

図書の導入を積極的に働きかけて来た。 
蒲郡市立図書館（愛知県）では、英文多読コー

ナーを新設し、2005 年度からサービスを始めてい

る（写真 2）5)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 蒲郡市立図書館の英文多読コーナー 

 

このコーナーは、専用書架と数人分の椅子机を

2005 年 平均 518 点 

多読 8.2 万語（中央値）

2006 年 平均 532 点 

多読 13.5 万語（中央値）

図 7 多読用図書選書システム4) の出力リスト例 

E 科：電気・電子ｼｽﾃﾑ工学科 

3 
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設置しており、1 冊数分で読み終わってしまうや

さしい英文図書を、じっくり腰を落ち着けて読む

ことができるよう配慮している。同コーナーでは、

年 10回程度の読書相談会を行うことにより、新た

に英語多読を始める市民にも便宜を図っている。 

同コーナー設置後、市民から 200冊以上の児童

書の寄贈もあり、2007 年 3月現在英文多読用図書

は 1,400 冊まで増加、人口 8万人の地方都市とし

ては充実した図書構成となっている。 

2007 年 6月には、豊田市中央図書館が 830冊の

多読用図書を新規導入した（写真 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 豊田市中央図書館の多読用図書 

 

同図書館が所蔵する 14,000 冊の英文図書（一般

小説と絵本が中心）の利用を活性化させることを

期待している。すなわち、多読用図書を利用して

英文読解力を向上させた市民が、英文一般小説も

利用するようになれば、長期的には既存の英文図

書の利用も活性化されるとのシナリオである。 

 

その他にも、愛知県下では 2005～2006 年度に

かけて、小牧、豊橋、一宮の市立図書館、愛知県

図書館、豊橋技科大学と名古屋大学図書館が多読

用図書を導入しており、各地で地域住民が手軽に

英語多読を始めることのできる環境作りが進みつ

つある。 

多読授業は、担当教員、受講学生、保護者にと

り全く新しい体験になることが普通であり、この

手法が地域社会においても知られることは、授業

実践をスムーズに進めるためにも有益であると考

える。また、地域の公共図書館で容易に多読用図

書を借りられるようになれば、現在の小学校にお

ける国語教育のように、図書館が学生・生徒の英

語力を支える社会インフラになる可能性もある。 

 

6． おわりに 

3 年間の多読授業で、受講生は 45万語（中央値）

のやさしい英文を読んだ。彼らの英語運用能力の

向上は、TOEIC や ACE 等の外部試験でも測ること

ができた。また、多読を通じて地域社会と連携す

ることも可能であることが分かってきた。 
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